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農林水産委員会提出資料

林道工事に係る落札決定の取り消しと再発防止に向けた
取組について

平成２４年６月８日
農 林 水 産 部

仙北地域振興局が発注した林道開設工事において、工事費の積算に誤りが判明したため

適切な落札決定ではないと判断し、５月９日、落札決定者及び入札参加者に謝罪説明のう

え落札決定の取り消しを行うとともに、同様の誤りがないか調査を実施した。

１ 落札決定の取り消しと工事の再発注

(1)落札決定を取り消した工事の概要

・工 事 名 流域育成林整備事業(林道) 前沢線

・工事場所 大仙市協和峰吉川字天配 地内

・工 期 平成２４年５月１４日〜平成２４年８月３１日

・工事概要 法面保護工 面積＝４，１３８．９㎡

植生基材吹付工 (厚さ＝３cm)

・予定価格 １９，９２３，７５０円(うち消費税９４８，７５０円)

・入札方法 条件付き一般競争入札(最低制限価格制度適用)

(2)経 過

・５月２日 開 札

・５月７日 地方入札審査会(資格審査)で落札者を決定。

入札者からの問い合せにより調査・確認した結果、積算単価の錯誤

を確認。

積算担当者が設計書作成システムに入力する際、工事名標示板の単

価４,４００円を１００円安い４,３００円で入力したことにより、

最低制限価格が１,０００円安く設定され、本来失格者とすべき業者

を落札者とした。

・５月９日 地方入札審査会で落札決定者の取り消しを決定。

(3)工事の再発注スケジュール
・５月２８日～６月１１日 入札公告・設計図書閲覧
・６月１３日 開 札
・６月２２日 契約締結

２ 類似事案の有無の調査

(1)調査内容

地域振興局発注の治山・林道工事で、設計単価入力の際、コード入力しないで手

入力した設計書について、同様の設計単価の誤りがないか調査した。



- 2 -

(2)調査対象

・平成２３年度発注済み治山・林道工事

・平成２４年度発注済み治山・林道工事

・現在公告中の治山・林道工事

(3)設計単価の調査結果 （件）
項 目 平成２３年度 平成２４年度 計

総件数 １５２ １６ １６８
うち手入力 １２５ １５ １４０

うち錯誤有り ２３ １ ２４
うち契約に影響有り １ １※ ２

※落札決定を取り消した工事

(4)平成２３年度発注工事における設計単価錯誤等の地域別内訳 （件）
振興局 総発注件数 錯誤数 契約に影響有り 錯 誤 内 容
鹿 角 １３ － －
北秋田 ２４ － －
山 本 ２７ １ － 工事名標示板の金額錯誤入力
秋 田 ２３ １ － 〃
由 利 ２２ － －
仙 北 １５ １５ １ 工事名標示板の金額錯誤入力
平 鹿 ８ ３ － 〃
雄 勝 ２０ ３ － 〃
計 １５２ ２３ １

(5)平成２３年度発注工事における“契約に影響有り”の内容
今回の落札決定の取り消し事案と同様、設計書作成システムに入力する際、工事

名表示板の単価４，４００円を１００円安い４，３００円で入力したことにより、
最低制限価格が１,０００円安く設定され、これにより本来失格者とすべき業者と
１,０００円安く契約した。
なお、当該工事は既に完了しており、契約取引の安全を確保する観点から、契約

解除とはならない。

(6)錯誤の要因
平成２０年３月１３日付けの建設交通部長通知「県産材を利用した工事名標示板

について」の単価を、林業関係独自の単価と思い込んで手入力したため。

３ 再発防止に向けた取組
・５月１１日、地域振興局森づくり推進課職員を参集して、「森林土木工事発注に関
する会議」を開催。設計単価の適正な取り扱い等について改めて徹底した。

・今後の設計積算に当たっては、工事名標示板を含め、実施単価表にある単価はコ－
ド入力する。

・設計審査に当たっては、使用する単価をチェックリストにより確認するほか、設計
書計上の数値と数量集計表の数値の突合を徹底する。


